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商工会員数 
（平成24年10月1日現在） 

北房地区 

会員数 

163

落合地区 359

久世地区 356

勝山地区 256

地　区 

美甘地区 

会員数 

36

湯原地区 117

蒜山地区 191

新庄地区 55

合　計 1,533

地　区 

詳しくは、真庭商工会へお問い合わせください。 
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● 真庭商工会HP　http://www.maniwasci. or.jp/ ● 

岡山県指定伝統的工芸品「高田硯」の原石を

干支「巳」に彫り上げました。 

「高田硯」は、名瀑「神庭（かんば）の滝」近くの

山中で採れる高田石で造られており、天然石のやわ

らかな曲線を残しているため、凛とした雰囲気のな

かにもやさしさとぬくもりを感じます。「真庭ブランド」

にも認定されており、いちど手に取ると、この硯の良

さがわかるはずです。 

詳しくは、中島硯店（0867-44-2045）まで 

商工会推奨の楽々経理ソフトがパワーアップ！ 

「商工会の小規模支援会計」 （愛称：小規模会計momo） 
商工会では、税務及び経理に関する相談、指導を行っています。 
自社の財務状況を把握するためにかかせない日々の記帳から、適正納税及び節税のお
役に立てるように皆様の経営をサポートしています。 

・専任者がおらず、入力や処理が難しくて時間がかかる 
・転記作業や紙での帳票類の保管がわずらわしい 
・複雑な仕訳などの帳票処理が発生した際に誰にも相談できない 

このようなことで悩んでいませんか？ 

小規模会計momoが解決！ 
家計簿をつける感覚で簡単に記帳できます。 

画面イメージ 

『小規模会計momo』はインターネットを利用した 
会計ソフトサービスで次のようなメリットがあります。 

●経理処理がわからなくて困った場合でも、事業者の方が操作する画面と同
じ画面を、離れた場所から商工会の職員が確認できるので安心です。 
●ちょっとした疑問点などは「付せん機能」を使ってメモを残し、後で商工
会の職員に確認してもらうことができます。 
●インターネットが使える環境であればどこでも使用でき、ソフトのインス
トールやバージョンアップ、データのバックアップなどの面倒な手間があ
りません。 

https://sskap3.okasci.or.jp
やさしい・おいしい・うれしい 

真庭ブランド 
MANIWA BRAND

真庭商工会 　平成25年１月１日（12） 

真
庭
商
工
会
会
報
　
平
成
25
年
1
月
1
日
発
行
（
通
巻
13
号
）
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平
成
24
年
度
商
業
部
会
（
本
会
理

事
・
総
代
で
組
織
）
で
は
本
部
会
の

活
動
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め
、
主

体
と
な
る
活
動
を
3
つ
に
絞
り
、
更

に
部
会
の
中
で
研
究
会
を
立
ち
上
げ

な
が
ら
、
事
業
を
遂
行
す
る
運
営
体

制
で
進
め
て
い
ま
す
。
 

主
な
活
動
 

①
電
話
番
号
早
見
表
を
地
域
へ
配
布

し
、
地
域
内
消
費
の
拡
大
の
広
報

事
業
（
作
業
部
会
を
設
置
）
 

②
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み

並
び
に
買
い
物
弱
者
支
援
策
の
検

討
。
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
を
設
置
）
 

③
商
業
に
関
す
る
視
察
研
修
の
実
施
 

　
こ
れ
ら
の
3
つ
の
活
動
を
通
し
、

地
域
課
題
の
情
報
共
有
や
、
問
題
解

決
を
期
待
し
ま
す
。
 

●
視
察
研
修
会
の
実
施
報
告
 

●
視
察
研
修
会
の
実
施
報
告
 

商
業
部
会
 

商
業
部
会
 

工
業
部
会
 

工
業
部
会
 

　
平
成
24
年
11
月
16
日
（
金
）、
商
業

部
会
員
（
事
務
局
含
む
）29
名
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
先
進
地
事
例

の
学
習
を
目
的
に
、
大
阪
府
大
東
市

で
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
N
P
O

法
人
「
住
ま
い
み
ま
も
り
隊
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
法
人
の
事
業
内
容
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

粗
大
ご
み
の
処
分
や
片
づ
け
、
ま
た

重
い
家
具
の
移
動
な
ど
を
、
安
価
な

価
格
に
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
運
営
の
財
源
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
対
価
だ
け
で
な
く
、
依
頼
先
で
、

使
わ
な
く
な
っ
た
再
利
用
可
能
な
家

具
や
イ
ン
テ
リ
ア
品
を
無
償
で
貰
い

受
け
、「
も
っ
た
い
な
い
情
報
サ
ロ
ン
」

と
い
う
店
舗
を
開
設
し
、
販
売
し
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
情
報
の
発
信
が
で
き

る
無
料
ス
タ
ジ
オ
も
開
設
し
、
商
店

街
の
情
報
発
信
や
空
き
店
舗
対
策
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
説
明
後
に
は
、

商
店
街
の
実
際
の
店
舗
を
見
学
し
ま

し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
大
阪
府
高
槻
市
駅

前
に
、
真
庭
市
産
の
農
産
物
や
真
庭

ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
直
売
し
て
い
る
「
真

庭
市
場
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

美
作
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
交
流
大
会
開
催
 

連
携
し
て
地
域
活
性
化
を
！
 

真庭商工会の被表彰者は次のとおりです。 
（順不同、敬称略） 

《岡山県知事表彰》 
●役員功労者 足羽一朗 
●優良常勤役職員 前田純江 

《岡山県商工会連合会会長表彰》 
●役員功労者 福井忠義、梶岡高佳、 

 大月隆行、石井淳司、 
 西　真市 

●優秀職員 林　英明 

　
平
成
24
年
11
月
8
日
（
木
）

に
津
山
市
内
の
鶴
山
ホ
テ
ル
で

美
作
ブ
ロ
ッ
ク
の
5
商
工
会
が

連
携
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
美
作
県
民
局
長
、
津
山
市
長
、

岡
山
県
議
会
副
議
長
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
津
山
支
店
長
を
来

賓
に
招
き
、
約
2
0
0
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
地
域
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
た
14
人
が
表
彰
さ
れ
、

地
域
経
済
活
性
化
へ
一
層
の
連

携
強
化
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

　
記
念
講
演
会
で
は
、
東
大
阪

宇
宙
開
発
協
同
組
合
の
竹
内
修

監
事
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
最

後
に
出
席
者
に
よ
る
名
刺
交
換

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

部 会 活 動 報 告 部 会 活 動 報 告 
　
平
成
24
年
11
月
13
日（
火
）に
工
業

部
会
視
察
研
修
に
会
長
、
部
会
長
以

下
役
員
12
名
、
職
員
6
名
、
合
計
18

名
で
、
滋
賀
県
日
野
町
に
あ
る
㈱
ダ

イ
フ
ク
の
マ
テ
ハ
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
総
合
展
示
場
『
日
に
新
た
館
』

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
専
任
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
最
新
の
物
流
シ
ス
テ
ム
・

機
器
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
的
な
機
械
が
、
稼
働
の
ス
ピ
ー

ド
、
正
確
性
等
を
追
及
し
開
発
さ
れ

た
機
械
シ
ス
テ
ム
の
進
歩
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
次
に
、
近
江
日
野
商
人
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料
館
は
、

江
戸
中
期
以
来
、
近
江
日
野
商
人
と

し
て
商
業
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

山
中
兵
右
衛
門
家
（
現
在
、
静
岡
県

を
拠
点
と
す
る
）
が
、
滋
賀
県
日
野

町
に
あ
る
本
宅
の
家
屋
敷
を
町
に
寄

贈
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
56

年
（
1
9
8
1
年
）
10
月
に
「
近
江

日
野
商
人
館
（
日
野
町
立
歴
史
民
俗

資
料
館
）」
と
し
て
開
館
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

　
館
内
に
は
行
商
品
や
道
中
具
、
家

訓
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
日
野

商
人
の
歴
史
と
そ
の
商
い
、
生
き
様

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
品
々

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
々
孫
々

ま
で
の
繁
栄
を
願
っ
て
作
成
さ
れ
た

家
訓
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
内
容
を

持
っ
て
お
り
商
工
業
を
営
む
上
で
の

基
本
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
温
故
知
新
を
学
ん
だ

1
日
で
し
た
。 

真庭商工会 
会長　福島　正明 

年 頭 挨 拶 年 頭 挨 拶 

（
平
成
24
年
6
月
18
日
〜
 

　
　
　
　
平
成
24
年
10
月
1
日
） 

（
敬
称
略
） 

◇
北
房
地
区 

カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ホ
リ
ベ 

（
堀
部
明
良
） 

◇
落
合
地
区 

し
ら
う
め
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

 

（
瀬
島
和
則
） 

リ
ペ
ナ
ー 

（
庄
司
　
稔
） 

◇
勝
山
地
区 

C
A
F
E
 bird 

（
小
林
一
雅
） 

◇
新
庄
地
区 

詩
季
彩 

（
佐
々
木
美
喜
） 

◇
蒜
山
地
区 

株
式
会
社 

進
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
後

復
興
の
歩
み
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

被
災
者
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
は
想

像
を
絶
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

大
震
災
以
降
、
政
府
の
指
導
力
不

足
が
表
面
化
し
、
外
交
、
経
済
に

多
く
の
問
題
を
抱
え
る
事
と
な
り

ま
し
た
。 

　
福
島
原
発
事
故
か
ら
安
全
な
電

力
を
模
索
し
て
い
ま
す
が
電
気
料

金
の
値
上
が
り
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
の
増
税
も
控
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
金
融
円
滑
化

法
の
期
限
が
3
月
末
に
迫
り
我
々

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
不
安
材
料
で
あ
り
ま
す
。 

　
真
庭
商
工
会
で
は
、
少
し
で

も
会
員
の
皆
様
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
が

金
融
に
つ
き
ま
し
て
は
「
マ
ル
経

融
資
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
上
限
が
１
５
０
０
万
円
で
す
が
無

担
保
融
資
で
す
の
で
幾
分
か
の
負

担
が
少
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
経

営
指
導
員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
り
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
お
役
に
た
て

る
と
思
い
ま

す
。
他
に
も

経
営
内
容
を

見
直
さ
れ
、

経
営
革
新
さ

れ
る
方
、
新

し
く
起
業
さ

れ
る
方
、
ま

た
、
農
家
の

方
で
農
作
物
生
産
だ
け
で
な
く
加

工
、
販
売
に
か
か
わ
る
6
次
産
業

化
を
考
え
ら
れ
る
方
の
お
手
伝
い

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
職
員
が
皆
様
の
事
業
所
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
節
は
ぜ
ひ
経
営
に
か

か
わ
る
問
題
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
役
に
た

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場

と
し
て
各
地
域
の
地
区
運
営
会
議

の
み
な
ら
ず
商
業
部
会
、
工
業
部

会
の
活
動
も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。 

　
行
政
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら

商
工
業
の
立
場
か
ら
地
域
に
貢
献

で
き
る
事
業
も
模
索
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
現
在
地
域
で
抱
え
て
い
る

問
題
は
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
買
い

物
難
民
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
構

築
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
閉
塞
感
の
感
じ
ら
れ
る
環
境

の
中
で
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

ま
た
そ
の
形
態
も
刻
々
と
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
商
工
会
は

よ
り
多
く
の
情
報
の
提
供
と
経
営

支
援
に
全
力
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
今
年
も
相
変
わ
り

ま
せ
ず
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

て
年
頭
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
平
成
24
年
10
月
29
日
（
月
）
勝

山
木
材
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
、

今
年
度
で
3
回
目
と
な
る
「
真

庭
市
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
行
政
か
ら
は
、
市
長
・
副
市
長
・

産
業
観
光
部
か
ら
9
名
、

真
庭
商
工
会
か
ら
は
、

正
副
会
長
・
両
部
会

長
及
び
職
員
を
含
む

8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

昨
年
同
様
に
「
雇
用
の
拡
大
」
で

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、

連
携
と
人
材
育
成
の
重
要
性
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

真
庭
市
と
の
意
見
交
換
会
 

行
政
と
更
な
る
連
携
を
深
め
、 

　
　
　
　
　
雇
用
の
拡
大
を
図
る
！
 

行
政
と
更
な
る
連
携
を
深
め
、 

　
　
　
　
　
雇
用
の
拡
大
を
図
る
！
 

連携と人材育成の 
　　重要性について審議された 

真庭商工会 　平成25年１月１日（2） （3）真庭商工会 　平成25年１月１日 



　
平
成
24
年
度
商
業
部
会
（
本
会
理

事
・
総
代
で
組
織
）
で
は
本
部
会
の

活
動
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め
、
主

体
と
な
る
活
動
を
3
つ
に
絞
り
、
更

に
部
会
の
中
で
研
究
会
を
立
ち
上
げ

な
が
ら
、
事
業
を
遂
行
す
る
運
営
体

制
で
進
め
て
い
ま
す
。
 

主
な
活
動
 

①
電
話
番
号
早
見
表
を
地
域
へ
配
布

し
、
地
域
内
消
費
の
拡
大
の
広
報

事
業
（
作
業
部
会
を
設
置
）
 

②
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み

並
び
に
買
い
物
弱
者
支
援
策
の
検

討
。
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
を
設
置
）
 

③
商
業
に
関
す
る
視
察
研
修
の
実
施
 

　
こ
れ
ら
の
3
つ
の
活
動
を
通
し
、

地
域
課
題
の
情
報
共
有
や
、
問
題
解

決
を
期
待
し
ま
す
。
 

●
視
察
研
修
会
の
実
施
報
告
 

●
視
察
研
修
会
の
実
施
報
告
 

商
業
部
会
 

商
業
部
会
 

工
業
部
会
 

工
業
部
会
 

　
平
成
24
年
11
月
16
日
（
金
）、
商
業

部
会
員
（
事
務
局
含
む
）29
名
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
先
進
地
事
例

の
学
習
を
目
的
に
、
大
阪
府
大
東
市

で
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
N
P
O

法
人
「
住
ま
い
み
ま
も
り
隊
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
法
人
の
事
業
内
容
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

粗
大
ご
み
の
処
分
や
片
づ
け
、
ま
た

重
い
家
具
の
移
動
な
ど
を
、
安
価
な

価
格
に
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
運
営
の
財
源
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
対
価
だ
け
で
な
く
、
依
頼
先
で
、

使
わ
な
く
な
っ
た
再
利
用
可
能
な
家

具
や
イ
ン
テ
リ
ア
品
を
無
償
で
貰
い

受
け
、「
も
っ
た
い
な
い
情
報
サ
ロ
ン
」

と
い
う
店
舗
を
開
設
し
、
販
売
し
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
情
報
の
発
信
が
で
き

る
無
料
ス
タ
ジ
オ
も
開
設
し
、
商
店

街
の
情
報
発
信
や
空
き
店
舗
対
策
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
説
明
後
に
は
、

商
店
街
の
実
際
の
店
舗
を
見
学
し
ま

し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
大
阪
府
高
槻
市
駅

前
に
、
真
庭
市
産
の
農
産
物
や
真
庭

ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
直
売
し
て
い
る
「
真

庭
市
場
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

美
作
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
交
流
大
会
開
催
 

連
携
し
て
地
域
活
性
化
を
！
 

真庭商工会の被表彰者は次のとおりです。 
（順不同、敬称略） 

《岡山県知事表彰》 
●役員功労者 足羽一朗 
●優良常勤役職員 前田純江 

《岡山県商工会連合会会長表彰》 
●役員功労者 福井忠義、梶岡高佳、 

 大月隆行、石井淳司、 
 西　真市 

●優秀職員 林　英明 

　
平
成
24
年
11
月
8
日
（
木
）

に
津
山
市
内
の
鶴
山
ホ
テ
ル
で

美
作
ブ
ロ
ッ
ク
の
5
商
工
会
が

連
携
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
美
作
県
民
局
長
、
津
山
市
長
、

岡
山
県
議
会
副
議
長
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
津
山
支
店
長
を
来

賓
に
招
き
、
約
2
0
0
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
地
域
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
た
14
人
が
表
彰
さ
れ
、

地
域
経
済
活
性
化
へ
一
層
の
連

携
強
化
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

　
記
念
講
演
会
で
は
、
東
大
阪

宇
宙
開
発
協
同
組
合
の
竹
内
修

監
事
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
最

後
に
出
席
者
に
よ
る
名
刺
交
換

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

部 会 活 動 報 告 部 会 活 動 報 告 
　
平
成
24
年
11
月
13
日（
火
）に
工
業

部
会
視
察
研
修
に
会
長
、
部
会
長
以

下
役
員
12
名
、
職
員
6
名
、
合
計
18

名
で
、
滋
賀
県
日
野
町
に
あ
る
㈱
ダ

イ
フ
ク
の
マ
テ
ハ
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
総
合
展
示
場
『
日
に
新
た
館
』

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
専
任
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
最
新
の
物
流
シ
ス
テ
ム
・

機
器
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
的
な
機
械
が
、
稼
働
の
ス
ピ
ー

ド
、
正
確
性
等
を
追
及
し
開
発
さ
れ

た
機
械
シ
ス
テ
ム
の
進
歩
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
次
に
、
近
江
日
野
商
人
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料
館
は
、

江
戸
中
期
以
来
、
近
江
日
野
商
人
と

し
て
商
業
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

山
中
兵
右
衛
門
家
（
現
在
、
静
岡
県

を
拠
点
と
す
る
）
が
、
滋
賀
県
日
野

町
に
あ
る
本
宅
の
家
屋
敷
を
町
に
寄

贈
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
56

年
（
1
9
8
1
年
）
10
月
に
「
近
江

日
野
商
人
館
（
日
野
町
立
歴
史
民
俗

資
料
館
）」
と
し
て
開
館
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

　
館
内
に
は
行
商
品
や
道
中
具
、
家

訓
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
日
野

商
人
の
歴
史
と
そ
の
商
い
、
生
き
様

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
品
々

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
々
孫
々

ま
で
の
繁
栄
を
願
っ
て
作
成
さ
れ
た

家
訓
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
内
容
を

持
っ
て
お
り
商
工
業
を
営
む
上
で
の

基
本
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
温
故
知
新
を
学
ん
だ

1
日
で
し
た
。 

真庭商工会 
会長　福島　正明 

年 頭 挨 拶 年 頭 挨 拶 

（
平
成
24
年
6
月
18
日
〜
 

　
　
　
　
平
成
24
年
10
月
1
日
） 

（
敬
称
略
） 

◇
北
房
地
区 

カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ホ
リ
ベ 

（
堀
部
明
良
） 

◇
落
合
地
区 

し
ら
う
め
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

 

（
瀬
島
和
則
） 

リ
ペ
ナ
ー 

（
庄
司
　
稔
） 

◇
勝
山
地
区 

C
A
F
E
 bird 

（
小
林
一
雅
） 

◇
新
庄
地
区 

詩
季
彩 

（
佐
々
木
美
喜
） 

◇
蒜
山
地
区 

株
式
会
社 

進
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
後

復
興
の
歩
み
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

被
災
者
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
は
想

像
を
絶
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

大
震
災
以
降
、
政
府
の
指
導
力
不

足
が
表
面
化
し
、
外
交
、
経
済
に

多
く
の
問
題
を
抱
え
る
事
と
な
り

ま
し
た
。 

　
福
島
原
発
事
故
か
ら
安
全
な
電

力
を
模
索
し
て
い
ま
す
が
電
気
料

金
の
値
上
が
り
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
の
増
税
も
控
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
金
融
円
滑
化

法
の
期
限
が
3
月
末
に
迫
り
我
々

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
不
安
材
料
で
あ
り
ま
す
。 

　
真
庭
商
工
会
で
は
、
少
し
で

も
会
員
の
皆
様
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
が

金
融
に
つ
き
ま
し
て
は
「
マ
ル
経

融
資
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
上
限
が
１
５
０
０
万
円
で
す
が
無

担
保
融
資
で
す
の
で
幾
分
か
の
負

担
が
少
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
経

営
指
導
員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
り
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
お
役
に
た
て

る
と
思
い
ま

す
。
他
に
も

経
営
内
容
を

見
直
さ
れ
、

経
営
革
新
さ

れ
る
方
、
新

し
く
起
業
さ

れ
る
方
、
ま

た
、
農
家
の

方
で
農
作
物
生
産
だ
け
で
な
く
加

工
、
販
売
に
か
か
わ
る
6
次
産
業

化
を
考
え
ら
れ
る
方
の
お
手
伝
い

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
職
員
が
皆
様
の
事
業
所
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
節
は
ぜ
ひ
経
営
に
か

か
わ
る
問
題
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
役
に
た

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場

と
し
て
各
地
域
の
地
区
運
営
会
議

の
み
な
ら
ず
商
業
部
会
、
工
業
部

会
の
活
動
も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
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行
政
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら

商
工
業
の
立
場
か
ら
地
域
に
貢
献

で
き
る
事
業
も
模
索
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
現
在
地
域
で
抱
え
て
い
る

問
題
は
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
買
い

物
難
民
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
構

築
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
閉
塞
感
の
感
じ
ら
れ
る
環
境

の
中
で
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

ま
た
そ
の
形
態
も
刻
々
と
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
商
工
会
は

よ
り
多
く
の
情
報
の
提
供
と
経
営

支
援
に
全
力
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
今
年
も
相
変
わ
り

ま
せ
ず
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

て
年
頭
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
平
成
24
年
10
月
29
日
（
月
）
勝

山
木
材
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
、

今
年
度
で
3
回
目
と
な
る
「
真

庭
市
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
行
政
か
ら
は
、
市
長
・
副
市
長
・

産
業
観
光
部
か
ら
9
名
、

真
庭
商
工
会
か
ら
は
、

正
副
会
長
・
両
部
会

長
及
び
職
員
を
含
む

8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

昨
年
同
様
に
「
雇
用
の
拡
大
」
で

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、

連
携
と
人
材
育
成
の
重
要
性
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。 
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平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
手
続
き
を
次
の
と
お
り
各
支
所
で
実
施
し
ま
す
。
 

　
ご
都
合
の
悪
い
方
、
初
め
て
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
日
程
以
外
に
も

個
別
に
相
談
を
承
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　「青色申告」は、日々の取引を所定の方法により記帳し、その
帳簿に基づいて正しい申告をすることで、税金の面でいろいろ有
利な特典を受けることができる制度です。 

青色事業専従者給与の必要経費算入 
　青色申告をされている方が、事業主と生計を一にしている配偶
者や15歳以上の親族で、その事業に専ら従事している人に支払
う給与については、仕事の内容や従事の程度等に照らして適正な
金額である場合には、その支払った金額を必要経費に算入するこ
とができます。 

※　この特典を受けるためには、「青色事業専従者給与に関する届出書」
を所轄税務署に提出する必要があります。 

青色申告特別控除　 
　不動産所得や事業所得を生ずべき事業を営んでいる青色申告を
されている方で、 
正規の簿記の原則（一般的には複式簿記を言います。）により記
帳している方については、一定の要件の下で最高65万円を差し
引くことができます。 
　また、簡易な帳簿による記帳であっても、最高10万円の青色
申告特別控除の適用を受けることができます。 

※　現金主義による所得計算の特例の適用を受けている場合は、65万円
の青色申告特別控除の適用を受けることができません（最高10万円の
青色申告特別控除の適用は可能です。） 

純損失の繰越しと繰戻し 

　青色申告をされている方は、事業から生じた純損失の金額を、
翌年以後3年間にわたって、順次各年分の所得から差し引くこと
ができます（純損失の繰越し）。 
　また、前年も青色申告をされている場合は、純損失の繰越しに
代えて、その損失額を前年分の所得に繰り戻して控除し、前年分
の所得税の還付を受けることもできます（純損失の繰戻し）。 

 

青色申告の主な特典 

青色申告を始めてみませんか？ 青色申告を始めてみませんか？ 

●平成24年1月1日以後に諦結した保険契約等に係る保険料と平成23年12月31日以前に諦結した保険契約

等に係る保険料では、生命保険料控除の取扱いが異なります。 

●保険期間が5年未満の生命保険などの中には、控除の対象とならないものもありますのでご注意ください。 

新生命保険料控除 
（最高4万円） 
（遺族保障等） 

旧生命保険料控除 
（最高5万円） 

（遺族保障、介護保障、医療保障等） 

旧個人年金保険料控除 
（最高5万円） 
（老後保障） 

介護医療保険料控除 
（最高4万円） 

（介護保障、医療保障） 

新個人年金保険料控除 
（最高4万円） 
（老後保障） 

【新契約】 

【旧契約】 

［最高12万円］ 

国税庁　www.nta.go.jp

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高4万円 

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高4万円 

生命保険料控除の改正 

このページの詳しい情報をお知りになりたい方は、　真庭商工会もしくは各支所までお問い合わせください。 

小企業等経営改善資金融資制度 
マル経 
融資 
マル経 
融資 小企業等経営改善資金融資制度 小企業等経営改善資金融資制度 
無担保 無保証人 低金利 でご融資！ 無担保 無保証人 低金利 でご融資！ 

支援の広場 支援の広場 

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます。 平成 26年１月から 

※収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書 
 などの書類を保存する必要があります。 

税務署では、新たに記帳を行う方や記帳の仕方がわからない方のために、記帳・帳簿等の保存制度の
概要や記帳の仕方等を説明する「記帳説明会」を実施致します。 
※説明会への出席を希望される方は、久世税務署までお問い合わせください。 
【担当】調査部門　記帳指導担当　【電話】（0867）42－0450　内線 201 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（音声ガイダンスに従い、「2」を押してください。） 

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。 
（http://www.nta.go.jp） 

（「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください。） 
国税庁 で 検索 

　「SHIFT」とは、商工会の事業者支援システムです。 
　「SHIFT」を利用すれば、ホームページの開設・更新作業、電子
公告などが誰にでも簡単に作成できるた
め、ネット接続が可能な環境であれば、
ご自身で情報を発信することができるよ
うになります。 
　また、真庭商工会では、SHIFTへの登録が済まれた事業所を真
庭商工会管内Googleマップ（仮）への登録を連動しておこなって
います。 
　随時更新処理をおこない、様々な地域の情報なども併せて更新し
ていきますので、お気軽にお近くの商工会事務局へお問い合わせく
ださい。 
●真庭商工会インフォメールのご案内 
　真庭商工会では、会員の皆様にリアルタイムで情報を提供してお
ります。PC、携帯のアドレスどちらでも登録可能ですので、是非
ご登録ください。 

商工会SHIFT登録と 
Googleマップへの登録について 

 
【ご利用いただける方】 
●同一地区内で1年以上事業を営んでいる小規模
事業者等の方で、商工会の経営指導を原則とし
て6ヶ月以上受けており、事業の改善に取り組ん
でいる方（小規模事業者とは常時使用する従業
員が商業・サービス業にあっては5人以下、製
造業その他にあっては20人以下の企業の方です 

【融資の条件】（H24.12.12現在） 
●貸付限度額……1,500万円 
●返済期間……運転資金　7年以内 

設備資金　10年以内 
●利　　　率……1.75％ 

【こんな時に利用ください】 
●運転資金……仕入資金、手形決済資金、諸経費

支払い資金等 
●設備資金……店舗・工場等改築資金、車両・設

備購入資金等 

。） 

審査の結果、ご希望に添えない場合があります。 

真庭商工会 　平成25年１月１日（4） （5）真庭商工会 　平成25年１月１日 
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　「青色申告」は、日々の取引を所定の方法により記帳し、その
帳簿に基づいて正しい申告をすることで、税金の面でいろいろ有
利な特典を受けることができる制度です。 

青色事業専従者給与の必要経費算入 
　青色申告をされている方が、事業主と生計を一にしている配偶
者や15歳以上の親族で、その事業に専ら従事している人に支払
う給与については、仕事の内容や従事の程度等に照らして適正な
金額である場合には、その支払った金額を必要経費に算入するこ
とができます。 

※　この特典を受けるためには、「青色事業専従者給与に関する届出書」
を所轄税務署に提出する必要があります。 

青色申告特別控除　 
　不動産所得や事業所得を生ずべき事業を営んでいる青色申告を
されている方で、 
正規の簿記の原則（一般的には複式簿記を言います。）により記
帳している方については、一定の要件の下で最高65万円を差し
引くことができます。 
　また、簡易な帳簿による記帳であっても、最高10万円の青色
申告特別控除の適用を受けることができます。 

※　現金主義による所得計算の特例の適用を受けている場合は、65万円
の青色申告特別控除の適用を受けることができません（最高10万円の
青色申告特別控除の適用は可能です。） 

純損失の繰越しと繰戻し 

　青色申告をされている方は、事業から生じた純損失の金額を、
翌年以後3年間にわたって、順次各年分の所得から差し引くこと
ができます（純損失の繰越し）。 
　また、前年も青色申告をされている場合は、純損失の繰越しに
代えて、その損失額を前年分の所得に繰り戻して控除し、前年分
の所得税の還付を受けることもできます（純損失の繰戻し）。 

 

青色申告の主な特典 

青色申告を始めてみませんか？ 青色申告を始めてみませんか？ 

●平成24年1月1日以後に諦結した保険契約等に係る保険料と平成23年12月31日以前に諦結した保険契約

等に係る保険料では、生命保険料控除の取扱いが異なります。 

●保険期間が5年未満の生命保険などの中には、控除の対象とならないものもありますのでご注意ください。 

新生命保険料控除 
（最高4万円） 
（遺族保障等） 

旧生命保険料控除 
（最高5万円） 

（遺族保障、介護保障、医療保障等） 

旧個人年金保険料控除 
（最高5万円） 
（老後保障） 

介護医療保険料控除 
（最高4万円） 

（介護保障、医療保障） 

新個人年金保険料控除 
（最高4万円） 
（老後保障） 

【新契約】 

【旧契約】 

［最高12万円］ 

国税庁　www.nta.go.jp

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高4万円 

新契約と旧契約の双方につ
いて控除の適用を受ける場
合は合計で最高4万円 

生命保険料控除の改正 

このページの詳しい情報をお知りになりたい方は、　真庭商工会もしくは各支所までお問い合わせください。 

小企業等経営改善資金融資制度 
マル経 
融資 
マル経 
融資 小企業等経営改善資金融資制度 小企業等経営改善資金融資制度 
無担保 無保証人 低金利 でご融資！ 無担保 無保証人 低金利 でご融資！ 

支援の広場 支援の広場 

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます。 平成 26年１月から 

※収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書 
 などの書類を保存する必要があります。 

税務署では、新たに記帳を行う方や記帳の仕方がわからない方のために、記帳・帳簿等の保存制度の
概要や記帳の仕方等を説明する「記帳説明会」を実施致します。 
※説明会への出席を希望される方は、久世税務署までお問い合わせください。 
【担当】調査部門　記帳指導担当　【電話】（0867）42－0450　内線 201 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（音声ガイダンスに従い、「2」を押してください。） 

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。 
（http://www.nta.go.jp） 

（「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください。） 
国税庁 で 検索 

　「SHIFT」とは、商工会の事業者支援システムです。 
　「SHIFT」を利用すれば、ホームページの開設・更新作業、電子
公告などが誰にでも簡単に作成できるた
め、ネット接続が可能な環境であれば、
ご自身で情報を発信することができるよ
うになります。 
　また、真庭商工会では、SHIFTへの登録が済まれた事業所を真
庭商工会管内Googleマップ（仮）への登録を連動しておこなって
います。 
　随時更新処理をおこない、様々な地域の情報なども併せて更新し
ていきますので、お気軽にお近くの商工会事務局へお問い合わせく
ださい。 
●真庭商工会インフォメールのご案内 
　真庭商工会では、会員の皆様にリアルタイムで情報を提供してお
ります。PC、携帯のアドレスどちらでも登録可能ですので、是非
ご登録ください。 

商工会SHIFT登録と 
Googleマップへの登録について 

 
【ご利用いただける方】 
●同一地区内で1年以上事業を営んでいる小規模
事業者等の方で、商工会の経営指導を原則とし
て6ヶ月以上受けており、事業の改善に取り組ん
でいる方（小規模事業者とは常時使用する従業
員が商業・サービス業にあっては5人以下、製
造業その他にあっては20人以下の企業の方です 

【融資の条件】（H24.12.12現在） 
●貸付限度額……1,500万円 
●返済期間……運転資金　7年以内 

設備資金　10年以内 
●利　　　率……1.75％ 

【こんな時に利用ください】 
●運転資金……仕入資金、手形決済資金、諸経費

支払い資金等 
●設備資金……店舗・工場等改築資金、車両・設

備購入資金等 

。） 

審査の結果、ご希望に添えない場合があります。 

真庭商工会 　平成25年１月１日（4） （5）真庭商工会 　平成25年１月１日 
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、
創
業
カ

レ
ッ
ジ
に
参
加
で
き

た
事
で
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
や
財
務
管

理
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
漠
然
と
し
た
不

安
を
自
信
に
変
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

創
業
カ
レ
ッ
ジ
に
参

加
し
て
い
な
け
れ
ば

不
安
を
抱
え
た
ま
ま

独
立
す
る
事
に
な
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
こ
で
学
ん
だ
事

を
こ
れ
か
ら
の
経
営

に
活
か
し
て
、
小
さ

く
て
も
皆
様
の
お
役

に
た
て
る
店
を
目
指

し
て
日
々
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
当
店
は
、
真
庭
市
内
に
五
店
舗
薬
局
を
営

ん
で
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
よ
り
良

い
店
づ
く
り
の
為
に

と
思
い
、
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
日
ご
ろ
来
店
し
て

下
さ
る
お
客
様
に
、

い
か
に
分
か
り
や
す

く
魅
力
的
に
そ
の
お

薬
の
内
容
を
伝
え
ら

れ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
書
け

る
か
勉
強
中
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
は
と
て
も
た
め
に

な
り
ま
し
た
。
 

　
今
回
聴
い
た
お
話

の
内
容
を
活
か
し
て
、

お
店
づ
く
り
を
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

経営者・創業予定者の方を対象に、経営に関する企
業ニ－ズに幅広く対応する為今年度は各分野の専門
家の相談日も計画し開催 

開催趣旨 

奥山の杜　上島　圭二さん 受 講 者  

5月23日 開 催 日  

中小企業診断士　児玉　健治　氏 講　　師 

カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ホ
リ
ベ
 

　
堀
部
　
明
良
さ
ん
 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

奥
山
の
杜
 

　
上
島
　
圭
二
さ
ん
 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

森
林
浴
の
小
宿
湯
船
荘
 

　
小
谷
 
基
佐
子
さ
ん
 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

受
講
者
の
声 

経営個別相談会 

創業・第二創業等経営を学びたい方を対象に、ビジ
ネスの極意からビジネスプランの作成実習を踏まえ
た四日間コ－スで開催 

開催趣旨 

カーショップホリベ　堀部　明良さん 受 講 者  

6月23日・30日・7月7日・14日 開 催 日  

㈱社長室　専務取締役　井野口　房雄　氏 講　　師 

まにわ創業カレッジ2012

地域商工業者のビジネスは、それぞれの事業形態や置かれた環境は異なるも
のの共通する課題や傾向があります。経営革新計画申請を視野に入れ、我が
社、無限の可能性が開花すると題して「売上アップの法則」を学ぶため開催 

開催趣旨 

㈲富永ふとん店　富永　千津さん 受 講 者  

8月25日・9月1日・15日・29日 開 催 日  

㈲インタ－プレフマネジメント　代表取締役　宇治川　一清　氏 講　　師 

経営革新塾 
 

　
私
は
両
親
の

経
営
す
る
店
を

手
伝
い
始
め
て

1
年
半
に
な
り

ま
す
。
経
営
に

つ
い
て
の
知
識

は
全
く
な
く
、「
経
営
革
新
塾
」
と
い
う
難
し

そ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
約
1
か
月
、
や
っ
て
い

け
る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。
実
際
に
受
講

し
て
み
る
と
、
仕
事
を
す
る
上
で
の
気
持
ち

の
持
ち
方
や
、
成
功
企
業
の
実
際
の
事
例
な

ど
を
講
師
の
先
生
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

わ
か
り
易
く
話
し
て
く
だ
さ
り
、
自
分
に
置

き
換
え
な
が
ら
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
講
師
の
先
生
が
実

際
に
当
店
ま
で
足
を

運
ん
で
下
さ
り
、
高

齢
化
が
進
む
こ
の
地

域
で
ど
う
や
っ
て
今

後
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
く
か
、
今
日

か
ら
で
き
る
こ
と
を

た
く
さ
ん
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
よ
り
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
な
の

で
、
今
回
の
講
座
で

上
が
っ
た
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
保
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

　
Ｈ
Ｐ
を
開
設

し
て
お
り
ま
す

が
、
更
に
最
近

話
題
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
活

用
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
考

え
て
い
た
矢
先
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
知
り
ま
し
た
。
 

　
講
師
の
方
は
、
話
の
テ
ン
ポ
も
声
の
ト
ー

ン
も
良
く
、
内
容
も
わ
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
Ｉ
Ｔ
講
習
会
は
非

常
に
有
難
く
思
い
ま

す
。
 

　
私
ど
も
の
宿
は
小

規
模
で
昔
な
が
ら
の

宿
で
す
。
今
春
、
食

堂
を
改
築
し
、
新
事

業
も
は
じ
め
ま
す
。

多
く
の
方
に
、
当
宿

に
お
越
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
、
日
々

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

得
た
知
識
を
活
用
し
、

集
客
・
情
報
発
信
を

図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

経営において債権の回収は重要なポイントです。債権回
収を確実に行うなどの為に正しい法律の知識を習得し企
業経営に役立てる為に開催 

開催趣旨 

㈲寿園　梶岡さおりさん 受 講 者  

11月6日 開 催 日  

小林裕彦法律事務所　弁護士　岡田　慎太郎 氏 (岡山弁護士会所属)講　　師 

債権管理・回収の法律セミナ－ 

お客様の目を引き、心を掴み「買いたいっ」と思わせる、
手作りＰＯＰを作成するためのテクニックとコツを実習
を交えながら楽しくわかりやすく開催 

開催趣旨 

㈲ユアサ薬局　林　美希さん 受 講 者  

11月15日 開 催 日  

Ｄ＆Ｍ　ＳＯＬＵＴＩＯＮ　高橋　志織　氏 講　　師 

手作りＰＯＰセミナ－ 

　
私
の
会
社
は
、お

茶
の
栽
培
か
ら
製
造
、

販
売
、そ
し
て
林
業

の
作
業
受
託
を
し

て
い
る
会
社
で
す
。
 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
、最
終
的
に

法
的
手
段
を
取
る

事
を
学
び
ま
し
た
。
今
、個
人
的
な
売
買
は
、

現
金
引
換
え
が
多
い
の
で
、ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
の

で
す
が
、少
額
な
取
引
で
売
掛
が
発
生
し
、何

年
に
も
渡
っ
て
入
金
が
な
い
と
か
は
あ
り
ま
す
。
 

　
同
じ
地
域
な
の
で

言
い
に
く
い
の
も
あ

り
ま
す
が
、
言
い
続

け
な
い
と
い
け
な
い
で

す
ね
。
最
終
的
な
手

段
と
は
い
え
、法
的
な

事
は
、と
て
も
お
互
い

い
や
な
思
い
も
す
る

も
の
。
た
だ
、そ
う
な

る
前
に
予
防
の
為
、

人
間
関
係
を
築
か
な

く
て
は
い
け
な
い
の
か

と
思
い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、誠
意

を
も
っ
て
対
応
し
、誠

意
を
持
っ
た
お
客
様

や
業
者
様
に
出
会
い
、

お
互
い
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、学
ん
で
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　 

次世代情報端末の浸透した新しい時代に、どう対応す
るべきか、スマ－トフォン／タブレット型多機能端末
を用いたビジネスモデルへの活用について2回開催 

開催趣旨 

森林浴の小宿　湯船荘　小谷　基佐子さん 受 講 者  

6月20日・9月25日 開 催 日  

㈲スタンバード　代表取締役　石原　浩巳　氏 講　　師 

フェイスブック活用講習会 

　
既
に
起
業

済
み
で
は
あ

っ
た
の
で
す

が
、
経
営
者

と
し
て
の
考

え
方
や
、
長

期
的
な
事
業

計
画
の
練
り

方
等
、
不
安

材
料
の
解
消
に
な
る
は
ず
と
商
工
会
に
て
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
商
工
会
主
催
の
創
業
塾
へ

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
そ
の
う
え
、
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
る
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
先
生
に
よ

る
個
別
相
談
会
な
ど

も
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

真
庭
市
の
よ
う
な
地

域
で
事
業
を
行
う
場

合
の
ポ
イ
ン
ト
等
に

つ
い
て
の
丁
寧
な
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
 

　
ま
だ
ま
だ
駆
け
出

し
の
事
業
主
で
は
あ

り
ま
す
が
、
商
工
会

の
方
々
を
始
め
、
多

く
の
方
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
に
応
え
る

べ
く
、
事
業
成
功
に

向
け
て
奮
闘
し
て
お

り
ま
す
。
 

 

受講者の
 

声！ 

真庭商工会では、会員様向けの各種セミナーや 
個別相談会を開催しています。 
ここでは本年度開催したセミナーに参加された方の 
コメントを紹介させていただきます。 

真庭商工会では、会員様向けの各種セミナーや 
個別相談会を開催しています。 
ここでは本年度開催したセミナーに参加された方の 
コメントを紹介させていただきます。 

真庭商工会 　平成25年１月１日（6） 真庭商工会 　平成25年１月１日（6） （7）真庭商工会 　平成25年１月１日 （7）真庭商工会 　平成25年１月１日 




